
（別紙３）

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 13 （回答者数） 12

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

1人1人の利用者に合わせた支援を考え、みんなが楽しく

参加できるプログラムを計画していきたい。そのための時間

の確保やスタッフ間のコミュニケーションを図り様々な視点

での意見を取り入れていきたい。

2

このような取り組みについて保護者の皆様に周知して頂き

安心してご利用して頂けるようにしていきたい。

多様な情報収集や支援の充実化、スキルアップのため研修へ

の参加を行っていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

色々な情報を得るよう視野を広げ、計画を立てる。

2

事前にお知らせできるよう計画的に進めていく。

3

活動プログラムが固定化されないよう朝礼や会議において計

画的に考え、スタッフで共有し子どもたちに必要な集団、個

別の活動に取り組んでいる。

活動後は子供たちの様子がどうだったか意見交換し、

前回の活動の様子を踏まえ相談、見直しを行っている。意見

を出しやすい環境づくりを心がけ事前準備も協力して取り組

んでいる。

保護者の方へお子様の様子を伝えるようにしている。

複数の事業所があり法人全体の会議、勉強会、虐待防止、身

体拘束適正化、感染症・食中毒予防の委員会を定期的に開か

れている。災害時の対策や訓練についての勉強会が行われ利

用者、従業員の安全確保について充実している。

計画的に実施されており従業員みんなが対応できるよう

判断や対応についての勉強会を開催している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流できる場を作ることが出来ていない。 どのようにして機会を作ればよいかわからず動けていない。

保護者同士の交流できる場を作ることが出来ていない。 日程の調整がむずかしい。

駐車場などの確保について悩んでいる。

令和8年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 スマイルてんじん3号館

○保護者評価実施期間
令和8年2月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


